
人工知能と知識処理研専並びに人工知能と知識処理研
究会は，電子通信学会情報・システムグループ（委員
長：野口正一教授（当時））から 1985 年 12 月 10 日に設
立趣意書が提出され，その後設置，研究会は 1986 年度
から（第 1 回研究会は 1986 年 4 月 22 日），今日まで継
続的に活動を続けている．当時の背景として，1982 年
に(財)新世代コンピュータ開発機構（ICOT）が通産省
（当時）主導で設置され，いわゆる第五世代プロジェク
トがスタートした．本プロジェクトは，人間の能力を超
えた知識処理，人工知能プログラムを目指した知識表現
技術，高度推論を可能とする人工知能向けプログラミン
グ言語の研究と，それを効率的に動作させる並列コン
ピュータ（第五世代コンピュータ）の開発を目的として
いた．当時，既に人工知能に関する研究会としては，情
報処理学会の「知識工学と人工知能」研究会（現：知能
システム研究会）が発足していたが，こちらが知識工学
などソフトウェア中心であるのに対し，本会では，ハー
ドウェアを含めた人工知能システムや従来型処理（ここ
では逐次処理）との融合なども含め，広く総合的に扱う
としている．また，AAAI，IJCAI などの人工知能に関
する国際会議の受け皿組織としての役割もうたってい
る．（なお，人工知能学会は，1986 年 7 月に発足してい
る．）研究会を運営する人工知能と知識処理研専の初代
委員長として，上野晴樹東京電機大学教授（当時）が任
命されている．
設立時は第二次の人工知能ブームであり，それまでの

toy problem 中心の研究から，人工知能の応用システム
と位置付けられたエキスパートシステム（医療診断，
VLSI 設計システムなど），知識表現，機械翻訳（自然
言語処理），文字認識・画像認識や，そのプログラムを
効率的に動かす専用マシン（例えば LISP マシン）や第

五世代が目指す並列マシン（PSI/PIM）などの研究が盛
んになった．この中で，本研究会で目指していた「アー
キテクチャ・ハードウェア」の研究は初年度にはあるも
のの，その後は応用システムや知識表現・推論などの理
論的基礎研究が中心となっている．開始から第五世代プ
ロジェクトが終わる 1992 年まで発表件数も順調に増え，
初年度の 43 件の発表が 1992 年には 100 件を超してい
る．「エージェント」の名前が初めてセッションや論文
タイトル中に現れたのもこの年で，共催の並列／分散／
協調処理ワークショップにおいてであった．その後，発
表件数自体はやや減少するものの，1996 年頃から再び
増加に転じ，Web 検索，マイニング，機械学習，エー
ジェントなど，現在でも盛んに研究されているトピック
の研究が増えた．2000 年前後には再び 100 件近辺の発
表を維持する．しかし，2005 年付近から徐々に発表件
数が減少し，近年は年間 50～60 件程度となっている．
これは，本会が当初研究対象とした人工知能用のハード
ウェアは商用化されている汎用マシン中心となったこと
や，人工知能の分野が広がりを見せ，その対象に特化・
細分化した研究会が増加してきたことなどが要因と考え
られる．

（平成 29 年 5 月 2 日受付）
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昭 55 早大・理工・数学卒．昭 57 同大学院修
士課程了．同年日本電信電話公社（現 NTT）
入社．平 4マサチューセッツ大アマースト校客
員研究員．現在，早大・情報理工・情報通信専
攻教授．博士（工学）．主に，知識表現，マル
チエージェントシステム，学習，ネットワーク
管理などの研究に従事．
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昭 62 九大・工・情報卒．平 4 同大学院博士
課程単位取得退学．同年同大学講師，平 8同大
学院准教授，現在に至る．情報検索，情報推
薦，マイニング，マルチエージェントなどの研
究に従事．博士（工学）．平 4 年度情報処理学
会論文賞，平 26 年度同学会活動貢献賞など各
受賞．
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【知能情報メディア分野】
2-2-19 人工知能と知識処理（AI）研究専門委員会

人工知能と知識処理研専設立の経緯と活動内容
Background and Activity Resume of Artificial Intelligence

and Knowledge Processing Technical Committee

菅原俊治　峯　恒憲これまでの歴史


